
平成２９年 第４回 筑紫野市議会定例会（９月） 

提出議案について 

 

 平成２９年第４回筑紫野市議会定例会（会期：８月２９日から９月２２日まで）に次の議

案を提案しましたので、その内容をお知らせします。 

諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

人権擁護委員は、人権擁護委員法第６条第１項の規定に基づき、法務大臣が委嘱すること

になっておりますが、市長は当該市の議会議員の選挙権を有する住民の中から、議会の意見

を聴いて、候補者を推薦することになっています。つきましては、現委員であります成富清

治氏が、本年１２月３１日をもって任期満了となり退任されますので、その後任として、鬼

木寛治氏を推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求め

るものです。 

諮問第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

本件につきましても、現委員であります西川和義氏が本年１２月３１日をもって任期満了

となりますので、引き続きご活躍いただきたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、

議会の意見を求めるものです。 

 

認定第1号 平成２８年度筑紫野市一般会計歳入歳出決算の認定について 

歳入決算額は、３４３億１６３万２千５４円、これに対します歳出決算額は３２４億１千

１５３万２千９５０円です。これを差し引きした形式収支は、18 億９千９万９千１０４円

の黒字となっています。 

 

認定第２号 
平成２８年度筑紫野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

歳入決算額は、１１１億６千５３２万５千１７５円、これに対します歳出決算額は１１１

億４千４３６万１千７９９円です。これを差し引きしました形式収支は、２千９６万３千３

７６円の黒字となっています。 

 



認定第３号 
平成２８年度筑紫野市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

歳入決算額は、２千１１１万３千１４０円、これに対します歳出決算額は１千２８６万１

千２０９円です。これを差し引きしました形式収支は、８２５万１千９３１円の黒字となっ

ています。 

認定第４号 
平成２８年度筑紫野市奨学資金貸与事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

歳入、歳出決算額ともに６４１万３千４７４円となっています。 

 認定第５号 平成２８年度筑紫野市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

歳入決算額は、５９億７千４２８万５千６９５円、これに対します歳出決算額は、５８億

４千１０５万８千７３７円です。これを差し引きしました形式収支は１億３千３２２万６千

９５８円の黒字となっています。 

認定第６号 
平成２８年度筑紫野市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

歳入決算額は、２１億９千１３万５４４円、これに対します歳出決算額は、２１億４千６

５７万４千１５０円です。これを差し引きしました形式収支は４千３５５万６千３９４円の

黒字となっています。 

認定第７号 
平成２８年度筑紫野市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

歳入、歳出決算額ともに２億２千６００万４千５０４円となっています。 

認定第８号 
平成２８年度筑紫地区障害支援区分等審査会事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

歳入、歳出決算額ともに９６９万６４１円となっています。 

認定第９号 平成２８年度筑紫野市二日市財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 

歳入決算額は、３３６万５４０円、これに対します歳出決算額は、３０９万５千１６６円

です。これを差し引きいたしました形式収支は、２６万５千３７４円の黒字となっています。 

 



認定第１０号 平成２８年度筑紫野市御笠財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 

歳入決算額は、９２５万８千５８５円、これに対します歳出決算額は、９２４万４千３９

５円です。これを差し引きしました形式収支は、１万４千１９０円の黒字となっています。 

認定第１１号 
平成２８年度筑紫野市平等寺山財産区特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

歳入、歳出決算額ともに８０２万７８０円となっています。 

なお、この財産区の決算認定については、二日市財産区は８月２３日に、御笠財産区は８

月２２日に、平等寺山財産区は８月２５日にそれぞれの管理会が開催され、同意を得ている

ところです。 

認定第１２号 平成２８年度筑紫野市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 

平成２８年度筑紫野市水道事業会計剰余金の処分については、収益的収支の決算額が、収

入総額１８億９千８７９万３千３０２円、支出総額１６億１千８２９万７千２５円で、損益

計算書において２億８千４９万６千２７７円の純利益が生じております。なお、当年度純利

益を含む未処分利益剰余金の処分につきましては、減債積立金へ ５億２千９６７万円、建

設改良積立金へ ２億２千７００万１千円を、それぞれ積み立てるものでございます。また、

資本的収支は、収入総額 ３億８千７万１千８７０円、支出総額９億２千４５１万４千９３

円、不足をいたします５億４千４４４万２千２２３円につきましては、損益勘定留保資金等

で補填いたしております。 

認定第１３号 
平成２８年度筑紫野市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につい

て 

平成２８年度筑紫野市下水道事業会計剰余金の処分については、収益的収支の決算額が、 

収入総額 ２１億５千６３１万４千７１１円、支出総額２０億２４８万３千８８６円で、損

益計算書において１億５千３８３万８２５円の純利益が生じております。なお、当年度純利

益を含む未処分利益剰余金の処分につきましては、減債積立金へ５億４千５９万２千円積み

立て、資本金へ ２億５千８５６万９千５４９円を組み入れるものでございます。また、資

本的収支は、収入総額１０億２千９８７万３千７９０円、支出総額１７億２千１３２万２千

１４５円、不足をいたします６億９千１４４万８千３５５円につきましては、損益勘定留保 

資金等で補填いたしております。 



報告第１０号 専決処分の承認について（損害賠償の額を定めることについて） 

 本件は、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分を行っておりますので、同条

第３項の規定に基づき、これを報告し、承認を求めるものです。 

内容は、平成２９年４月１５日、午前１１時頃、筑紫野市杉塚四丁目４番付近の市道にお

いて発生した、道路事故により相手方車両を損傷させたものです。この事故に伴います損害

賠償額について１３万８千２４０円で示談協議が整いましたので、平成２９年７月２６日付

で、専決処分を行ったところです。 

報告第１１号 
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく平成２８年度筑紫野市

健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

本件は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、平成２８年度決算における

健全化判断比率及び資金不足比率につきまして、監査委員の審査に付し、その意見を付けて

報告するものです。 

健全化判断比率のうち、実質赤字比率につきましては標準財政規模に対する一般会計等の

実質赤字額の比率です。本市におきましては、実質赤字額がないことから、「算定なし」と

いう意味であるハイフンで記載しています。連結実質赤字比率については、この比率が標準

財政規模に対する公営企業を含めた本市の全会計の実質赤字の合計額の比率であり、本市に

おいては、すべての会計において実質収支は黒字であり、連結実質赤字額はありませんので、

実質赤字比率と同様にハイフンで記載しています。実質公債費比率については、この比率が

標準財政規模を基本とした額に対する一般会計等における地方債の元利償還金及び公営企

業や一部事務組合等を含む地方債の元利償還金の本市の負担額の比率であり、平成２８年度

の比率は６．２％、早期健全化基準の２５％を下回ったものとなっています。将来負担比率

については、この比率が標準財政規模を基本とした額に対する本市のすべての会計及び一部

事務組合、土地開発公社などの市が設立した法人まで含めた将来負担額の比率であり、平成

２８年度の比率は算定結果がマイナスとなったため、ハイフンで記載しています。 

資金不足比率については、この比率は本市が経営する公営企業の事業規模に対する資金不

足額の比率であり、本市の水道事業会計、下水道事業会計、農業集落排水事業 特別会計と

もに資金不足はありませんので、ハイフンで記載しています。 

 



報告第１２号 筑紫野市土地開発公社事業等の報告について 

総括について一般庶務事項としましては、平成２８年度に理事会を３回開催し、６件の議

案について審議がなされ、全て原案のとおり可決されたところです。役員につきましては、

平成２８年度の変更はありません。 

事業計画の執行状況については、台帳番号６４番「筑紫地区まちづくり整備事業用地」５，

４０３㎡、台帳番号６７番「市庁舎建設事業用地」１４，９３４㎡、台帳番号６８番「市道

立明寺・原の下線道路改良事業用地」２１５㎡、及び台帳番号２００３番「都市計画道路代

替地用地」６６９㎡をそれぞれ市へ売却し、合計１１億８，４９４万２，３４１円で処分し

ています。 

財務の状況については、平成2８年度は「筑紫地区まちづくり整備事業」外３事業の処分

を行い、当期純利益が１，５３３万５，７７９円となり、準備金合計は３億４，２３７万７，

９７０円となっています。 

借入金の期末残高については、短期借入金６億１，７２７万２，６５７円、長期借入金は

無く、前年度比で１１億８，１６３万２，６４１円の減となっています。 

公有地、代行用地、代替地の保有状況は、合計で期首残高２１億１，３６３万５，１８２

円に対し、当期増加高１７９万７９円、当期減少高１１億６，４０２万５，８３５円となり

ましたことから、平成２８年度期末残高は９億５，１３９万９，４２６円となっています。 

なお、平成２８年度筑紫野市土地開発公社決算の監査報告につきましては、本年5月２２

日に監事による監査が実施され、内容は適正であることの報告を受けています。 

報告第１３号 公益財団法人筑紫野市文化振興財団事業等の報告について 

 文化振興財団は、筑紫野市より指定管理者として指定を受け、筑紫野市文化会館の管理・

運営、及び市民の文化芸術の振興に関する事業を実施しています。 

文化会館の利用状況は、合計入場者数は１３万１，１４８人、使用料が３，０４０万９，

７６０円です。なお、使用料につきまして、公的使用は減免制度があり、その減免額が１，

８６７万４，３５０円のため、実質の納入額は１，１７３万５，４１０円です。 

公演事業の状況は、平成２８年度のテーマを「感の３乗、感謝・感動・感激の輪に、さら

に広がりを」とし、「第１０回ちくしの寄席感謝祭 立川生志＊ふるさと応援＊落語会」「ダ

ンカイ・ミュージックフェスタ・テンス」などを開催しました。なお、平成２８年度公演事



業の入場者率は、９７．０％の入場者率となっています。 

決算の状況ですが、公演事業の全てと文化会館の公益目的での貸与に関する「公益目的事

業会計」、文化会館の公益目的外での貸与及び物品販売手数料の収入に関する「収益事業等

会計」、財団の組織運営に関する「法人会計」の合計額とし、消費税抜額での経理になって

います。経常収益合計は、８，３４９万２，５８４円であり、収入の主なものは筑紫野市か

らの指定管理受託収入が７，７５２万円です。経常費用合計は、８，０８９万４，３３５円

であり、主なものは、公益目的事業会計の事業費５，２３８万５，４７５円、公演事業及び

清掃等に関する委託費、人件費、施設の光熱費等です。当年度の収支となる当期経常増減額

は、２５９万８，２４９円です。これに一般正味財産期末残高１，７９９万６，４４９円と

指定正味財産期末残高１，５００万円を加えますと３，２９９万６，４４９円となりまして、

この額が財団の正味財産期末残高となるものです。                            

議案第４７号 
筑紫野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

本件は、「特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準」および「就

学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律」の改正に伴い、条

例の一部を改正するものです。 

議案第４８号 平成２９年度筑紫野市一般会計補正予算（第３号）について 

補正の主な内容は、歳出予算としましては、公共施設等整備基金への積立として９億４千

１２３万３千円。また、上古賀グラウンドの土地購入費として１億８千５０５万４千円、資

格取得のための母子家庭自立支援事業として３４８万２千円などを増額するものです。これ

に見合いの歳入予算といたしましては、普通交付税３千９５１万１千円、社会資本整備総合

交付金３千９０６万４千円を増額するものです。このため、歳入歳出予算の総額に、歳入歳

出それぞれ１２億６千４８万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３２

５億８千９９３万２千円とするものです。また、「債務負担行為補正」といたしましては、「追

加の場合」で１件の１億４３５万円、一部事務組合分として３件の１億１千７２０万７千円

を計上しています。「地方債補正」につきましては、「変更の場合」として2件の２千８３万

３千円を計上しています。 

 



議案第４９号 
平成２９年度筑紫野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

補正の主な内容は、歳出予算としましては、予備費２千９６万２千円などを増額し、これ

に見合いの歳入予算としましては、前年度繰越金２千９６万２千円などを増額するもので

す。このため、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１千２４３万４千円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１５億６千３７２万４千円とするものです。 

議案第５０号 平成２９年度筑紫野市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について 

補正の主な内容は、歳出予算としましては、国庫支出金返還金１千８８４万７千円、予備

費１億６５２万９千円などを増額するものです。これに見合いの歳入予算としまして、前年

度繰越金１億３千３２２万６千円などを増額するものです。このため、歳入歳出予算の総額

に、歳入歳出それぞれ１億４千６６２万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ６３億５千７１７万３千円とするものです。 

議案第５１号 
平成２９年度筑紫野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて 

補正の主な内容は、歳出予算としましては、広域連合納付金４千２０９万２千円などを増

額するものです。これに見合いの歳入予算としましては、前年度繰越金４千３５５万６千円

を増額するものです。このため、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４千３５５万６

千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２２億８千３９８万９千円とするも

のです。 

  

 

 


